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◇門徒用授与物（御本尊やお脇掛け等）の取り扱いに関する大切なお知らせ◇ 

教区連絡事項冊子及び各組巡回等でお知らせのとおり、２０２６年７月１日より、門徒用授与物がパソコ

ンやスマートフォンからオンラインでお手続きできるようになります。お申込みいただいた授与物は、宗

務所からご寺院へ直接お届けいたします。 

なお、宗務所財務部にて授与物の一元管理を行うため、７月以降は教務所に授与物を備え置くことを

終了いたします。 

１ お申込み方法 ①東本願寺出版ホームページ（寺院・教会 ID でログイン）よりお手続き 

 ②授与物を検索・選択 

 ③授与礼金の納付【クレジットカード決済/コンビニ前払い/銀行振込】 

 ④宗務所にて納付を確認後、ご寺院へ直接お届け 

 ※発送は宗務所の開所日に行いますので、法要等のご予定がある場合は、余裕を 

 もってお申込みください。 

 ※詳細は『真宗』６月号９頁をご参照ください。 

２ オンライン申請が困難な場合 

  出版物同様、教務所での代理申請や教務所取り寄せが可能ですが、出版物同様の払込票対応や

教務所での納金はできかねます。銀行振込もしくはコンビニ前払いでの対応となりますのであらかじめ

ご了承ください。 

◇門徒用・寺院用御本尊等授与物の礼金改定について◇ 
７月１日から、門徒用授与物並びに寺院用授与物の授与礼金が改定されます。つきましては、改定前

の礼金にて授与を希望される場合は、お早めに教務所までお申し付けください。なお、在庫状況や取り

寄せの都合により、ご希望に添えない場合がございますので、あらかじめご了承ください。 

※改定後の授与礼金は教区連絡事項冊子 95～96 頁を参照ください。 

※礼金改定に伴い、三折御本尊・三折御本尊（名号付）・小型三折御本尊の各「台なし」の取り扱いが廃

止されます。 

※寺院用授与物は受付後に調製いたします。礼金は受付時にお納めいただきます。 

 

 

 

 

◆⻘年研修会◆…⻘少幼年部門（先月号案内同封） 
１ 日  時 6 月 1 日（月） 18 時から 20 時まで 

２ 会  場 能登教務所 研修室 

３ 講  師 藤間 哲祐氏（青少幼年センター研究員） 

４ テーマ 子どもとの接し方、大人の在り方について考える 

５ 参加費 無料（申込方法は案内参照） 

６月 

教区教化事業等のご案内 
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◇ボランティア支援センターからのお知らせ◇ 
宗派ボランティア支援センターでは、教区ボランティア委員会、また教区外からのボランティアと連

携し、救援物資のお届けや本堂・庫裡、ご門徒宅の片付け、御本尊並びに法宝物、ご門徒宅のお

内仏の運び出しなどをお手伝いさせていただいております。 

ご要望の内容や建物の状況、希望日時を事前にお聞きし調整した上で伺いますので、まずは

下記までご連絡ください。 

真宗大谷派ボランティア支援センター ０７０−１８６０−６０１０ 
※受付時間：9 時 30 分〜16 時（教務所事務休止を除く） 
https://sites.google.com/view/nvsc-otaniha/ 

 
◇宗派の「ボランティア活動経費一部助成」の申請について◇ 

標記申請について、2026 年 4 月からは下記のとおり変更としています。なお、ご不明な点等がござい

ましたらボランティア支援センターまでご連絡ください。 

【申請期間】 

・2026 年 4 月 1 日からは、活動日から 3 カ月以内にご申請をお願いします。また、領収書等も
同じく 3 カ月以内のものを添付してください。3 カ月以前のものは受理できませんので、ご了
承ください。 

【その他】 
・活動報告書には、活動内容(具体的な作業や主な提供品等)や参加者数、現場の様子の記載を  

お願いします。 

◇『⻘少幼年教化指針』に学ぶ研修会◇…⻘少幼年センター・⻘少幼年部門 
去る 5 月 15 日、能登教務所において、青少幼年センター主催による「青少幼年教化指針に学ぶ研修会 

in 能登」が開催されました。 

本研修会のテーマは「『思いをカタチに』なぜ今、青少幼年教化なのか」。講義、座談会、感話大会、そし

て懇親会というプログラムで進められ、能登教区、金沢教区合わせて約 30 名が参加しました。 

講義では、青少幼年センタースタッフの三品氏および星野氏が講師を務めました。三品氏からは年表が

ある事の大切さ、そこから見えてくる青少幼年教化の課題。星野氏からは講師自身の歩みから子どもたち

に教えられた体験をお話しいただきました。 

続く座談会では講義内容についての議論を深め、その後の感話大会では参加者それぞれが自身の思

いを語る場を持ちました。 
今回の研修会の内容をさらに深めるため、アフターフォロー研修として「青年研修会」を 6 月 1 日（月）

18 時から能登教務所にて開催いたします。指針に学ぶ研修会に出席していない方ももちろん参加でき

ますので、ぜひともご参加お待ちしております。                     崖 超（青少幼年部門） 

 

 

 

 

 

復興支援について 
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◇法話冊子「能登教壇」第 9 号発行について◇…寺院分 3 冊・門徒分 1 冊同封 
「能登教壇」第９号を発行しましたので、お読みいただくとともに有縁の方々へ奨励くださる

ようお願いします。（頒布価格：１冊50円） 

◇教区会（臨時会）・教区門徒会（臨時会）報告◇ 
５月１２日の教区会（臨時会）及び教区門徒会（臨時会）において、「能登教区宗祖親鸞聖人御誕生八

百五十年・立教開宗八百年慶讃法要開催計画（案）」が上程され、２０２８年４月８日（土）から９日（日）に済

美精舎本堂（能登教務所）において慶讃法要を開催することが、それぞれ全会一致で承認されました。

詳細につきましては、あらためてお知らせいたします。 

◇教区会役職者報告◇ 
５月１２日の教区会（臨時会）において、下記のとおり、役職者が選出されました。 

１ 教区会議長及び副議長 

教区会議長 完   恵（第１０組 永誓寺） 

   教区会副議長 靈﨑 秀史（第４組 長光寺） 

２ 教区会参事会員及び補充員 

選出参事会員 直林   真（第２組 仰信寺）、谷野 了（第３浜方組 明蓮寺） 

梯 浄円（第６組 願行寺）、佐々木恵照（第８組 真念寺） 

倉見 理（第１０組 光樂寺）、大鳳 珠映（第１４組 託因寺） 

大橋 順正（第１４組 德生寺） 

同第１補充員 萩原 晃俊（第１組 浄善寺） 

同第２補充員 堀河 正見（穴水組 弘誓寺） 

◇重要：僧侶賦課金にかかる届出について◇ 
宗費賦課金のうち、「僧侶賦課金」は、毎年７月１日現在の僧籍台帳に基づいて算出されます。

２０２６年度の僧侶賦課金にかかる届出（死亡届、僧籍移転、代務者任命申請等）は、６月１０日

（水）までに提出くださるようお願いします。 

◇新教区準備委員会◇…「新教区準備委員会通信」同封 
去る５月２０日に、「第６回新教区準備委員会」が開催され、教区会議員が改選されたことに

伴い、委員が一部新任になったことで正副委員長ほか役職者の互選が行われました。 

◇２０２６年夏期教師試験検定について◇ 
１ 期   間 ８月２５日（火）から２６日（水）まで 

２ 会   場 真宗本廟（東本願寺） 宗務所等 

３ 科    目 真宗学・仏教学・教化・声明作法・法規 

４ 出願受付 ６月１５日（月）から２２日（月）まで 

５ 冥 加 金 １００，０００円（科目別の場合は１科目につき２０，０００円） 

・受験願書を教務所から取り寄せのうえ、出願受付期間中の教務所事務取扱時間内に検定冥加⾦
を添えて提出してください。 
 

 

本山・教区事務についてのご連絡 
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◇宗教施設における現状把握について◇…寺院分のみ回答用紙同封 
このたび、石川県庁より、災害時に宗教施設を避難所などで利活用するための聞き取り調査の依頼が

なされました。これは「令和6年能登半島地震」の際に行政の指定避難所が不足した事例があり、その解

決に向けた一助として石川県宗教連盟が県庁に対して宗教施設の利活用を提案したものです。今後、

災害時の利活用を検討していくうえでの現状把握のための調査となります。 

つきましては、別紙の通り調査書を送付いたしますので、住職・代務者各位におかれましては本調査

にご協力をよろしくお願いいたします。（回答期限：2026 年 7 月 31 日） 

・回答につきましては、別紙照会文に記載の QR コードから回答いただくか、アンケート用紙に
記入の上、FAX にて⽯川県危機管理部防災対策課までお送りください（FAX︓076-225-1484）。 

◇緋毛氈の寄贈について◇ 
このたび、第１組西照寺（末森潤住職）様より、緋毛氈を寄贈いただきました。大きさは幅１間（約 1.8ｍ）

×長さ約 7ｍです。従来から教務所が所有する毛氈（２本）とともに、寺院での法要や仏前結婚式でご活

用いただけます。借用希望の場合、事前に教務所までご連絡くださるようお願いします。 

◇本山経常費完納寺院◇（2026.4.1〜4.30 迄） 

２０２５年度本山経常費をご完納いただき、ありがとうございました。ここにご披露申し上げ、御礼に代え

させていただきます。 

 
 

◇住職就任◇ 先月号掲載以降 敬称略  

 
◇東本願寺出版のお知らせ◇ 

ボン・アミーゴ ブラジルで聞いた念仏の声 

真宗大谷派第 26 代門首 大谷 暢裕 著 

四六判／174 頁 定価 1,760 円（税込） 

 
ブラジルでの幼少期と青春時代、物理学者として歩んだ 

研究の日々。初めて向き合った浄土真宗の儀式と教え、現代 

社会と宗教。６０年以上ブラジルの地で生きてきた著者が、 

真宗大谷派第２６代門首に就任したご縁と歩み、未来への 

メッセージを語る。 

 

 

 

 

第 2 組 子浦專勝寺   第 12 組 德照寺 德蓮寺  

穴水組 慶法寺   第 13 組 乘龍寺 長順寺  

第 1 組 願生寺 蓮池 順子  ２０２６年５月２８日  

本書は 7 月 1 日発売予定です。東本願寺出版
のオンラインショップで予約注文できます。 


